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１．縄文期の習志野
今から2千年前頃の縄文時代中期、西習志野の南西の崖まで海だった。
第二次世界大戦が昭和２０年（１９４５年）日本の敗戦によって、習志野演習場が開墾されると、西習志野一帯からは土器や鏃、石斧などが多数発見された。
それに興味を持った開拓者高橋熙氏の運動によって専門家が多数訪れた。その後、高郷小学校を建設する前、その建設予定地の発掘調査が行われた。多くの貝塚や住居跡が７４ｹ所、小竪穴が１０４ヶ所、人骨も８体発見された。明らかに埋葬された犬の骨３体も発見され、当時既に犬が飼われていたことが分かった。船橋市はこれを高根木戸遺跡と名付けた。市はこれを機に市内の縄文遺跡の発掘を始め夏見台他数カ所を発見した。ちなみに千葉市の賀曽利遺跡は県最大の遺跡である。
習志野台一帯からも鏃などは出てきたが、西習志野ほどではなかった。しかしこのことは縄文人が獲物を求めて習志野中を駈け巡っていたことを示すものである。
鏃や石斧は黒曜石でできている。この黒曜石は長野県の白樺湖付近でしか産出しない。伊豆半島でもでることはでるが鏃には適さないようだ。２００６年１月栃木県でも黒曜石が発見された。しかしこれも鏃には適さないようである。ということは、千葉県の縄文人は長野県まで黒曜石を求めに行ったのであろうか。当時の縄文人の人口は、２０万人とも３０万人とも言われているが、千葉県には５万人ぐらい住んでいたらしい。それは貝塚の大きさから推定されるという。
２．徳川時代の習志野
１．牧と土手
牧とは野馬の放牧地である。千葉県は上総、下総と呼ばれ小金牧、佐倉牧、嶺岡牧があった。小金牧は上野牧、中野牧、下野牧、高田台牧、印西牧に分割されていた。
習志野は下野牧である。下野牧は柏市から千葉市の北部に至る広大な面積を有していた。
二代将軍秀忠の時、これらの牧は全て幕府の直轄地天領とされてしまった。
習志野は当時、大和田原と呼ばれていた。大和田原の周辺は、野馬が逃げ出さないように高い土手で囲われていた。その出入り口は木戸と呼ばれていた。新木戸、正伯木戸、中木戸、高根木戸、古和釜木戸の地名はその名残である。土手は最初習志野台８丁目公園付近から中木戸付近まで延びていた。中木戸からは古和釜十字路を経て二和方面へ土手があったらしい。中木戸は現在の八千代市緑が丘のスーパーアピタ付近である。そこに至る土手は一部残っている。坪井や古和釜、大穴などは長い間に無断で天領内を新田開発したものと考えられる。徳川吉宗時代に野馬土手は亡魂柵まで後退した。新木戸はその時にできた木戸である。
自衛隊の演習場と高津団地の境界の東の外れに１２０ｍほど土手が残っていた。その他もう一つは習志野台８丁目町会が市に働きかけて作った東葉高速鉄道船橋日大前駅に至るアクセス道路の日大の北側の小さな土手である。これは国有地と坪井の民有地の境界で国有地側に塹壕のような穴を掘ってその土を盛り上げたような簡単なものだった。５０年も前坪井の古老からそれを忘魂柵（私の当て字）と言うのだと聞いたことがある。どうしてこの土手にだけ名前があるのか分からない。今では坪井の老人誰一人として分からない。現在坪井の桑納川沿いの田圃や山林は宅地造成されつつある。忘魂柵も取り壊されることになった。私は日大の教授や八丁目町会の役員達と千葉県住宅整備機構と交渉して僅か６、５メートルの土手を残すことができた。昭和２８年二宮町が船橋市に合併するまでは自衛隊から新木戸まではまだ舗装もされず成田街道の両側は高さ２．５ｍの土手があったのである。
２．佐倉街道
参勤交代の道路として佐倉街道は造られたが、大和田原はそのために二分されてしまった。八幡宿までは道中奉行の管轄で　大和田宿からは佐倉藩の管轄になっていたがその間の船橋宿だけは幕府の直接管轄になっていた。それはお成り街道との交差点になっていて交通の要所だったからだろう。
徳川家康を始めとして歴代の将軍は鷹狩り、鹿狩りに千葉県の牧に来ている。お成り街道はそのために造られたという。
鹿狩りの行事に一万人近い農民が勢子として動員されたことが記録に残っている。追い込まれた鹿などを二和付近の高台で将軍達が待っていて射止めたそうで、その高台も　ごく最近まで残っていたらしい。成田山新勝寺は、平将門の乱を平定した記念に９７０年に建立された。付近の住人が参詣し賑わい始めたのは１７００年頃からである。成田山新勝寺が賑わい始めるにつれ、佐倉街道はだんだん成田街道と呼ばれるようになった。
３．草銭場（くさぜにば）
千葉県北部には山がない、すべては台地である。だから農民は林や森のことを山と言った。習志野周辺の農家も採草源の山が少なかった。だから大和田原は格好の草刈り場だったのである。山で取れる草や粗朶（そだ）は堆肥や燃料として農家には欠かせないものだった。こうした農民の牧の採草は、幕府も鹿狩りの際勢子として農民を動員しなければならないので、その代償として黙認せざるを得なかったのだろう。
八代将軍吉宗は、それを逆手にとってこの採草に課税したのである。この税金を草銭場と言った。この課税によって農民の採草権、入会権は確立したのである。
大和田原には高根台、坪井台、本郷台、二宮台、七林台等の名前が古い地図に残っているがそれが、それらの部落の採草地を示しているのだろう。
徳川時代も末期に近い頃、北習志野には酒山新田が、南習志野には実花新田が出来た。しかし何れも明治４年大和田原が陸軍演習場に指定された時国に買い上げられたようだ。しかし現在実花小学校や実花公民館にその名前が残っている。それに対して酒山新田の方には確かな証拠は存在しない。ただ開拓者の一人が開墾中に腐りかけた卒塔婆らしきものと石でできた５０センチ程の男根を見つけたと言うことを聞いたことがある。農家でもガスや電気、石油を燃料としている現在入会権などは存在しないのではないだろうか。山で柴刈りをしないため、山は荒れ茸も採れなくなったし片栗、山百合等の山の花も少なくなったし、蕨や薇等の山菜も採れなくなった。
３．明治時代以降の習志野
１．牧の開拓、習志野の地名の由来
明治政府になって大勢の武士が失業した。失業した武士や貧民救済の目的で牧の開拓が始まった。明治２年のことである。初富、二和、三咲、豊四季、五香六実、七栄、八街などはその時の開拓地である。この開拓にもいろいろ問題があって、開拓者は苦労をしたようである。
  明治４年、大和田原は陸軍演習場になった。明治６年、明治天皇は大和田原の陸軍の演習を見学に来て野営をした。その時習志野原と命名したということである。それには二説あって、一つは、篠原少将がよく活躍したので篠原に習えと言う説と、もう一つは「兵を習わせよ」と言う言葉から出たという説であるが大方の意見は後者ということになっている。
  明治天皇行幸の記念碑は、現在は薬園台の郷土資料館にあるが、昔は自衛隊正面から習志野台公民館の方へ真っ直ぐ進んだ最初の信号の北東の地点にあった。この記念碑は大正７年に造られた。碑の文字は山縣有朋大将の書によるものである。
  明治天皇が幕営した場所は、現在の５丁目郵便局の裏手１００ｍ位の地点である。この演習には西郷隆盛も参加した。　
２．御猟場事務所（お狩り場）と古和釜農民の反対運動
事務所の場所は薬園台公園の北端、北習志野駅に向かう道路の反対側である。事務所は明治４年に設置された。
  明治初期の高級官僚や軍人が大勢来たようで、薬園台の住民が人力車の車夫になって津田沼から彼等を運んだらしい。宿舎は宍倉醤油屋だったようである。大正天皇は皇太子時代３回も来ている。猟場の地域は広く手賀沼方面まであったようである。農民にとっては迷惑なことだったろう。明治３６年、古和釜農民の反対運動の記録が習志野市史に残っている。総武線津田沼駅が出来たのは明治２８年９月である。津田沼という地名は存在しない。谷津の津、久久田の田、鷺沼の沼をとって津田沼の駅名にした。明治４年というと廃藩置県がやっと断行された年であり、明治新政府にとってもっとも忙しい困難な時期だったはずである。こんな大事な時期に狩猟を計画するとは、昔から政治家や官僚の遊び癖はあったものと思われる。総武線が出来る前は東京から馬を飛ばしてきたのだろうか。
３．射撃場と廠舎
習志野における最初の射撃場は宍穴（ししあな）である。宍穴の場所は新京成電車の習志野駅と北習志野駅の中間地点の南方の谷間である。ここは海老川の最上流地点でもある。その後現在のアリーナ（市の総合体育館）のある坪井谷に移った。
  明治８年習志野演習場に廠舎が建設されることになった。廠舎とは演習に来た兵士の臨時　の宿泊施設で、常駐して生活する本拠は兵舎である。廠舎はその目的から射撃場に近いところが望ましい。習志野における最初の廠舎は、自衛隊の前から新西友の入り口付近にかけて第一営舎から第七営舎まで建設された。大正９年最後に残った第五営舎が取り壊されたという記録がある。我々が戦後開拓に入ったときこの廠舎の痕跡は全くなかった。
４．日露戦争と捕虜収容所、永久堡塁、陸軍墓地
高津廠舎が建設されたのは明治３８年である。日露戦争が始まってここに捕虜を収容することになった。第一陣は２，０２０名だった。引き続き佐倉から３００名、２５０名、５，９５０名と送り込まれてきた。この間８８名が送還された。その後樺太から４５２名、北樺太から２，７７０名が送り込まれた。合計１１，７４２名である。
　この捕虜を収容するために新たに廠舎の造営をしなければならなかった。間口４.5間（約9ｍ）奥行き２０間（約４０ｍ）の平屋建て７５棟を急造した。内部は真ん中に通路があり両側は板の間になっていた。１間（２ｍ）に３人、１棟に１２０名、７５棟で９，０００人収容するのがやっとである。１間に３人寝るとすると１人当たり約６６ｃｍである。いかに窮屈であったかが分かるだろう。この捕虜は明治３８年３月から来はじめて３９年１月には全員帰国してしまった。
　永久堡塁とは日露戦争の激戦地、旅順の２０３高地に構築されていた堡塁の模型である。それは習志野台の東警察署の前方にあった。それは住宅公団が団地を造成するとき埋めてしまった。残念なことをしたと思っている。その永久堡塁を造ったのはロシアの捕虜だと云われていた。しかしそれは事実とは違うらしい。開拓５０周年の記念誌を作るに当たって資料を集めているとき、薬園台の古池しづさんにお会いしたが彼女の祖父が軍の依頼で監督になって永久堡塁を造成したのだという。写真もあった。
　陸軍墓地は習志野自衛隊の東北端の一角にあった。墓地としての体裁など何もなかった。そこに捕虜の墓もあった。
５．第一次世界大戦と捕虜収容所、射撃場の建設
　大正４年、日本は日英同盟によってドイツの中国における租借地青島（チンタオ）を攻略した。所謂第一次世界大戦である。この時の捕虜は４，５００人で全国１２ヶ所に収容された。大正５年９月、習志野には５４８名が浅草の浅草寺から送られてきた。その後８６９名になった。
　廠舎は新築され、体育館やパン工場なども作られて、日露戦争のロシヤの捕虜に比べ格段の待遇改善が見られたのだった。
　この時の捕虜収容所長は西郷寅之助中佐である。彼は西郷隆盛の息子だったので、鹿児島の山の中で隠遁生活をしていたが、明治天皇に呼び出されドイツの士官学校を卒業した。
　徳島の坂東捕虜収容所では、捕虜が交響楽団を組織しベートーベンの第九交響曲を演奏したことはあまりにも有名であるが、ここの捕虜収容所長は会津藩出身の松江大佐だった。
　松江も西郷もエリートコースから外れた軍人が人道的だったことは記録しなければならない（東習志野小学校の資料から）。
　このドイツ捕虜を使って射撃場を造成した。高津団地寄りの地域である。幅約10０ｍ、長さ約３００ｍの規模で土手で囲われていた。土手の高さはゆうに５ｍはあったと思う。この規模の半分程度のものがもう一つあった。
　この射撃場は戦後米軍に接収された。そして米軍の射撃訓練によって開拓者の一人は流れ弾で死んだ。その当時それは殆ど世論にのぼらなかった。射撃場はその後自衛隊に引き継がれたが落下傘降下の邪魔になると云うことでいつの間にか取り壊されてしまった。
　ドイツの捕虜の病死者も陸軍墓地に葬られた。ドイツ大使館からは今でも毎年墓参に来ている。
　高津の廠舎には大正１２年の関東大震災の時には１，４００人の朝鮮人、中国人が集められ多数の人が虐殺されるという痛ましい事件が起こった。高津の廠舎にはこのようにいろいろの歴史を持っていたのである。この高津廠舎を我々開拓者は実籾廠舎と呼んでいた。実籾の駅に近かったからであるが当時は京成電車は開通していなかった。ちなみに京成電車の船橋駅が出来たのは大正５年である。千葉駅が出来たのは大正１０年であり成田線が開通したのは昭和３年である。
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旧陸軍墓地の後、昭和２５年頃である

 

戦前の習志野周辺の軍隊

習志野台東警察署前にあった永久堡塁７街区の住宅公団の団地建設で破壊された。  昭和３７年までは存在した
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ツ軍捕虜の墓は新しくなった。開拓者
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                                                         永久堡塁の内部、開拓者の子供達の格好の遊                                               遊び場だった。狸も住んでいた。ここだけ住　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 宅公団に売却しなければよかった。悔やまれ                                               る。私の責任だろう。
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新京成電車が走った。昭和２３年であ

る。手を挙げれば何処でも停まってく

れた。車掌は踏み台まで用意しておい

てくれた。

 


現在の自衛隊の演習場にあった射撃場内部、高津団地寄りドイツの捕虜によって造成されたという。落下傘降下演習の邪魔になると言うことで破壊された。
[image: image5.jpg]



実籾の廠舎、ロシヤの捕虜をここに収容するために造られた。関東大震災では中国人や半島人が大勢虐殺された。昭和２０年開拓者はここで共同生活をした。
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実籾の廠舎、ロシヤの捕虜をここに収容するために造られた。関東大震災では中国人や半島人が大勢虐殺された。昭和２０年開拓者はここで共同生活をした。
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戦後射撃場周辺は米軍に接収された。その後自衛隊の演習場になった。ここは船橋市の大きな公園にすべきである。
　明治３４年、騎兵第一旅団（第１３連隊、第１４連隊）騎兵第二旅団（第１５連隊、第１６連隊）が創設された。第一旅団は昭和７年満州に移駐した。第一旅団の後には１９部隊（輜重部隊）、騎兵第二旅団は自然に解体され、その後には戦車第二部隊が入った。この部隊も昭和１６年には南方に移転し、その後には第９部隊（戦車）が入った。
　戦後１９部隊後には日大生産工学部が入り、第９部隊の後には東邦大学が入った。
　昭和１２年、第一騎兵旅団の道路を隔てた東側（習志野市警察署があった）地点から、現在のマラソン道路に至るまでの広大な地域に習志野学校が出来た。あの悪名高い７３１部隊の系統の施設である。習志野学校は関東一円の軍隊から将校、下士官を集めて化学兵器の訓練をした学校である。戦後この跡地には習志野警察署、市営住宅、県営住宅が出来た。
　騎兵第二旅団の西側には陸軍病院があった。戦後これは国立習志野病院になった。最近になって（平成１３年）民間企業になってしまった。
２．津田沼の軍隊
　陸軍鉄道連隊は、東京牛込河田町に創設されたが明治４０年千葉市椿森と津田沼に移転し第一大隊、第二大隊となった。大正７年には千葉が鉄道第一連隊、津田沼が鉄道第二連隊に昇格した。
　鉄道連隊が津田沼や千葉に移る前年、明治３９年に陸軍省は津田沼、千葉椿森間の軽便鉄道を施設した。それは津田沼から大久保を通りマラソン道路を花見川団地に抜け長沼を経由して椿森へ達するものだった。
　これは山川定吉と言うものの進言によるものだが、その目的や動機は分からない。この軽便鉄道は何の利用価値もなかった。これは現在の利用価値の少ない道路を造るようなものだ。政治家の利権稼ぎではないだろうか。
　明治４４年、鉄道第二連隊は津田沼、習志野間の練習線を設置した。それは逐次延長され松戸まで達した。これは練習線だから所々で曲がりくねっている。新兵が入るごとにそれは設置と撤収を繰り返した。
　鉄道第二連隊は千葉工業大学のところにあった。新京成の駅付近は演習線駅、車庫、材料廠、工場だった。
３．薬園台の軍隊
騎兵学校が設置されたのは大正５年である。騎兵学校からは遊佐幸平、西竹一などのベルリンオリンピック選手が出ている。私の陸軍経理学校の馬術の教官で私に習志野開拓の入植を勧めてくれた川崎教夫少佐もここの出身である。騎兵学校はいつの間にか戦車学校に替わっていたが、軍馬は終戦時まで相当数いた模様である。その証拠は戦後習志野の開拓にはここの馬丁が３人、軍属が３人入植している。
　教育隊は昭和１８年に設置された。陸軍東部総監部の幹部養成機関である。当初は下士官候補者の養成を目的にしたが、その後甲種少尉候補生の養成から乙種候補生の養成になっていった。
　教育隊は歩兵５ヶ中隊、砲兵２ヶ中隊、機関砲、通信中隊それぞれ１中隊の編制で、職員数は中隊あたり将校５名下士官と兵２０名前後だった。合計２５０名くらいである。
　終戦時の学生は１００名前後だった。
戦後の習志野（１９４５年、昭和２０年以降）

１．習志野演習場の開拓
　昭和２０年８月１５日、日本はポツダム宣言を受け入れ連合国に無条件降伏した。　戦災者、引揚者、軍人は巷に溢れた。明治維新の時と同じように政府は陸海軍の用地を解放し開拓地として彼等を入植させなければ、収集出来なかったのである。陸軍省では阿南陸相が自刃し次官名で通達が出された。各部隊にいるものはその部隊用地、近くの演習場等に開拓者として入植してもよろしいというものだった。引き上げ援護局とか各種の政府機関も開拓の斡旋に乗り出した。
　習志野演習場にも教育隊、騎兵学校、１９部隊、習志野学校などの軍人達がおもいおもいに入植した。その主導権をとったのが習志野学校出身の平林巌である。彼は８月２１日には新宿三越にあった農地開発営団に単身で直接乗り込み、即日習志野開拓の責任者としての了解を取り付けたのである。それにはそれなりの理由があった。
　彼は昭和２９年に習志野開拓史という小冊子を発行している。それによれば、彼の兄平林保氏は農地開発営団の所長として八ケ岳野辺山開拓６００町歩を経営していたが金沢師団の演習地として接収されてしまった。その後海軍の要請で硫黄島の開拓に従事したが軍とともに玉砕したのである。そういうことが営団としては彼を習志野開拓の責任者として相応（ふさ）しいと判断した理由だろう。
　習志野開拓において平林氏は対外折衝に追われていた。そのうち引揚者、戦災者なども入植者として送られてきた。開拓の実務は完全に習志野学校出身者に握られていた。ただし、教育隊と１９部隊からの入植者は平林氏の指揮下には入らなかった。彼等は農場方式を考えていた。開拓者は測量班、開墾班、道路班、芋堀り班、製塩班、機械班などに分かれて仕事を始めた。終戦前、ほとんどの軍隊は食糧難のためにそれぞれ畑を作っていた。習志野学校は京成電車の大和田駅近くの鷹の台ゴルフ場に芋畑を造っていた。芋掘り班は実籾から歩いて芋掘りに通った。この芋だけが開拓者の唯一の食料だった。製塩班は大八車にドラム缶８本位を積んで幕張の海岸まで海水を汲みに行った。当時は国道１４号線まで海だったのである。凸凹の砂利道を実籾まで帰るとドラム缶の海水は半分位に減っていた。それを煮詰めて塩を造ったのである。当時は塩さえ手に入らない貴重なものだった。
　測量班は、習志野全域を測量し碁盤の目のような道路を造った。それが現在の習志野の道路の原型である。
　開拓者は、上記のようないろいろな班に分かれて作業を続けてきたが、それ以上の将来にわたる農場経営の青写真は無かった。
　平林氏は、対外問題に忙殺されていた。陸軍次官の通達や農地開発営団の権限ははたして有効だったのだろうか。いろいろな団体が習志野開拓を狙って押し掛けてきたのである。平林氏はそれらの対応に追われていて内部の経営までには手が回らなかった。当面の生活、食糧確保が精一杯でそれ以上は彼等の能力の範囲外だった。彼等の支配は昭和２０年の１２月で終わった。反乱が起きたのである。共同農場方式から個人営農にしたのである。
　平林氏は農地開発営団の習志野出張所所長になった。
　昭和２１年１月１５日、共同農場方式から個人営農に移行するための土地検分が行われた。習志野全域を全員で歩き回った。
　習志野全域を９地区に分割した。成田街道以南は６ヶ地区に、成田街道以北は３ヶ地区に分けた。１地区は実籾の敞舎周辺、２地区は現在の八千代市管轄地域、３地区は現在の習志野市立高校から山田電気にかけての一帯、４地区は自衛隊の北側の地域、５地区・６地区は現在の自衛隊の演習場の地域である。７地区は習志野台５丁目の一部と６から８丁目のほぼ全域である。８地区は４丁目の全域と５丁目のほぼ全域である。９地区は１から３丁目のほぼ全域と西習志野の全域である。
　入植者は、自分の希望する土地を選んだ。何人かで同じ土地を希望した場合には、話し合いで決めた。私は現在の日大習志野高校のグランドの土地を選んだ。そこは南向きの緩やかな傾斜地で雑木林だった。下は鹿谷の田圃だった。
　各地区ごとに独身者は、実籾敞舎の建物を壊して大八車に積んで各地区に運んで共同小屋を造った。
　当時道路は、南習志野では現在の自衛隊から実籾に至る道路しか無かったと思う。南習志野には駒止の谷とそこを流れる高津川があるだけで、他は平坦な土地だった。ただ３地区には櫛形の森という結構広い松林があった。南習志野に比べると北習志野の地形は複雑だった。
鹿谷と坪井谷は１０ｍ位の深さがあった。鹿谷は自衛隊の方まで続き、坪井谷は一つは習志野駅、もう一つは東郵便局の辺りで枝分かれして、西習志野の高郷小学校の下まで続いた。
その他にも多くの谷に枝分かれしていて、多くの大地を形成していた。
　道路は、三つあった。一つは薬園台の郷土資料館の横から高根木戸の京葉ガスのガスタンクに至る現在の道路である。もう一つは習志野車検場から日大西門前を通り、東警察署前を抜けて高根台第二小学校に至る道路である。この道路は鹿谷と坪井谷という大きな谷を二つ越さなければならなかった。三つ目の道路は日大薬学部の前を通って郷土資料館に至る道路である。この道路は坪井の農家の人が薬園台に行く近道として利用していた。谷を通らずに平坦な所を選んで造られていた。他の二つの道路は轍（わだち）の後にも草がぼうぼうと生えて、道路かどうかもはっきりしないようなものだった。この三つ目の道路だけはよく利用されていたようで道路の形は一番はっきりしていた。しかしながらこの道路だけは原形を留めていない。
　大八車で実籾から材木を運ぶ道中は長かった。７地区に入って鹿谷を越すときには若い者が１０人くらい掛かってもやっとの思いで上ったことを今でも覚えています。材木は４．５回くらい運んだでしょうか。７地区の共同小屋は、現在の習志野台７丁目にある道頓堀というお好み焼き屋付近に建設された。小屋は間口は４，５軒、奥行きは１０軒くらいの大きさで、真ん中に１軒くらいの土間を造り、両側を板の間にした。屋根や周囲の壁は杉皮で葺いた。２０人ほどの若者がそこに住むようになった。実籾の共同生活では食べ物はさつまいもだけだったが保証されていた。ところが７地区の共同小屋に移ってからは食べ物保証は何にもなかった。食べ物は全部自分で探さなければならなかった。野蒜は大のご馳走だった。私の土地は雑木林でたまたま落ち葉の中から栗の固まりを見つけたときはとても嬉しかった。おそらく野鼠か栗鼠が冬の食料として隠して置いたものだろう。食料の配給は最初は実籾まで取りに行かなければならなかった。実籾まで歩いて行くのに２ｋｍほどの道程を、われわれ若者は４．５回休まなければ辿り着けないほど体が弱り切っていたのである。配給は本当に微々たるものだった。米はその日のうちに食べてしまった。後は小麦や大豆や玉蜀黍だったりした。一ヶ月分の配給は４．５日で無くなってしまった。煙草や酒の配給もあったが、それらは坪井の農家に持っていって粟や吉備や蜀黍と交換してもらった。だから石臼は必需品だった。
２．米軍の土地接収、近隣部落の入会権の要求
（イ）米軍の土地接収
昭和２１年４月騎兵学校跡地に駐留してきた米軍は開拓地の射撃場周辺の土地２２２町歩の土地接収を通告してきた。しかも立ち退き期間は僅かの一週間という無茶苦茶なものだった。その地域を希望した開拓者の中には小屋を建てて、移住した人もいたし、開墾して馬鈴薯がもう芽を出していた人もいた。しかし敗戦直後の日本では占領軍の命令は絶対だった。この地域を希望した約１１０名の人達は他の地域に割り込ませて貰った。
　昭和２４年物議を醸した警察予備隊が発足し、米軍に替わって騎兵学校跡地に駐留した。昭和２５年には日米講和条約と日米安保条約が成立した。昭和２６年には警察予備隊は保安隊と名前を変えた。昭和２８年には保安隊は再び自衛隊と名称を変え、習志野駐屯地は空挺隊となり、落下傘の降下演習を始めた。
　戦争直後、食料が無く餓えに耐えかねた人達は米軍の残飯に群がった。多くの開拓者も米軍の労務に従事し、残飯で命を繋ぎ、生活費を稼いだ。教育隊の跡地に入り孤児院を開いた恩寵園も米軍の残飯で孤児を育てた。
　米軍の実弾射撃訓練によって、２地区の開拓者の青年が一人犠牲になった。当時はあまり問題にはならなかったが、射撃場の中での実弾演習では、絶対射撃場の外には弾が飛ばない。射撃場外での発砲によって被弾したものである。それはそのままで終わってしまった。小学生の高学年の子供達は、米軍の演習の合間を狙って射撃場に入り弾拾いをした。それを買い集めに来る人がいて、結構よい小遣い稼ぎになった。米軍は小型飛行機用の滑走路も造ったが、これはあまり利用されなかった。米軍の兵士は、夜何回か４地区の粗末な開拓者の小屋に押し入り婦女子を襲おうとしたが、付近の開拓者も集まって抵抗したため、みんな未遂に終わった。
　米軍の土地接収の噂は、その後も２．３回流れその度にびくびくしたが、噂はみんな嘘に終わった。昭和２５年秋、習志野の開拓地は米軍の管轄から大蔵省に移管され、更に農林省に移管替えされて我々開拓者に払い下げられた。これは平林巌氏の働きが大きかった。
　射撃場の土手は、空挺隊の落下傘降下演習の邪魔になるので、いつの間にか取り壊されてしまった。
（ロ）周辺集落からの入会権の要求
　徳川時代の習志野の項で記述したように、八代将軍徳川吉宗時代に採草権に対して草銭場（くさぜにば）という税金制度が設けられた。これによって彼等は入会権を確立したのだった。その歴史的背景を我々は無視することは出来なかった。彼等と個別折衝の結果合計で１７５町歩を譲渡する事になった（詳細は習志野開拓５０周年記念誌参照）。
　この結果米軍に接収された面積と合計して４００町歩を失ったことになる。習志野演習場の面積は当初１．２００町歩あった。高津敞舎や騎兵学校の敷地及び教育隊の敷地等を除けば耕作可能な面積は１，０００町歩だった。入植者は４００戸だから一戸あたり２町５反歩分配される予定だったが結果的には１町５反歩に減少してしまった。
　採草権（入会権）は、昭和２０年の終戦当時までは居住権・耕作権と同様に絶対的な生活上の権利だった。それは昔話のお爺さんは「山に柴刈りに、お婆さんは川に洗濯に」という柴という言葉や、歌に出てくる「柴刈り縄ない草鞋（わらじ）を作り」の柴に代表されるように、柴は炊事や風呂及び暖房の唯一の燃料だった。草は家畜の餌や堆肥の材料に欠かせないものだった。
　ところが現在は、燃料や暖房はガスや石油や電気にとってかわってしまった。こんな現状では採草権の意味は無くなってしまったのではないだろうか。法律の解釈は時代とともに変化する顕著な例ではないだろうか。
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３．開拓者の貧困、脱落、出稼ぎ、都市化の波
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ランプ生活である。故斉藤秀夫氏一家
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旧陸軍墓地の後、昭和２５年頃である

 


　農業は大変である。家畜や農機具がなければならないし、労力も経験も必要である。開拓者にはそれらの何もなかった。おまけに開墾から始めなければならない。開墾して造った畑には全く肥料分がなかった。徳川時代の昔から毎年草を刈っていたのだから、栄養分の無いのは当然である。だから野菜を作っても、馬鈴薯を作ってもまったく出来なっかった。開拓者は初めて肥料分を与えなければ作物が出来ないことを知ったのである。最初は馬糞拾いから始めた。終戦当時、運搬手段は馬車が全てだった。それから鶏や豚や牛を飼って堆肥を作り、畑を肥やす事に努めた。昭和２２、２３年には、東京から薩摩芋の買い出しに来る人も沢山来て現金収入にもなった。しかし昭和２４年になると食料の自給も安定してきて、薩摩芋は食用よりも澱粉加工用に変わっていった。
　アメリカによる朝鮮戦争は日本に特需景気をもたらした。これをバネに産業は復興に向かった。しかし開拓者は砂糖の輸入によって澱粉加工用の薩摩芋が売れなくなり、最初の農産物輸入の犠牲となった。それから薩摩芋に代わって落花生の栽培が主力になった。それでも生活は苦しく、養鶏・養豚・酪農や野菜栽培に現金収入を求める人に分かれていった。そういう農業経営に適応しない人達は出稼ぎに出た。開拓者の３分の１は開拓を諦めてしまった。その後には佐原、八街、習志野周辺の農家から次、三男がはいってきた。その売買価格は昭和２５年当時は１町５反で５万円程度だったが、昭和３０年頃には１５万円くらいになっていた。そんな値段で取り引きされたのである。それはあくまでも内緒の取引であった。昭和２５年に習志野の開拓地は開拓者に正式に払い下げられたが、農地法によって３０年間はその土地は売買が禁止されていた。
　昭和２２年１２月に、新京成電鉄は津田沼から薬園台まで単線で開通し、翌２３年７月には滝不動まで開通した。これによって開拓者の７割の人は出稼ぎに出た。
　昭和３０年になると都市化の波が千葉県に押し寄せてきた。日本住宅公団は松戸の常磐平に最初の団地を造成した。次には船橋市の前原に,その次は昭和３５年に高根台団地が誕生した。　
４．工業団地の進出、自衛隊の土地買収、住宅公団の誘致　
　昭和２１年習志野は９地区に分割された。５・６地区は米軍に接収された地域である。昭和２３年、電気工事の利害対立から南と北に二つに分かれた。行政的にも幕張町（後の千葉市）大和田町（後の八千代市）の地域は南習志野に、二宮町（後の船橋市）地域は北習志野と称するようになった。戦時中の農業会が廃止され農業協同組合法が出来ると、南と北はそれぞれ開拓農業協同組合を設立した。
　開拓者の土地は先述の平林巌氏らの奔走によって昭和２５年には完全に政府からの払い下げを受けた。開拓者の生活は益々困窮を極めていった。家族の多いものは土地を切り売りするようになった。最初は１反歩１万円くらいだったが昭和３５年頃には１反歩５万円くらいで売買された。しかし正式には農地法によって土地の売り渡し後３０年間は売買できないことになっていた。売買は仮登記で行われた。
　北習志野の場合はその売買は殆どが内部の仲間同士で行われていた。だから貧富の差が次第についてきた。南習志野の場合は土地の売買が開拓者以外の外部になされたのである。それが農業委員会で問題になり、ついには県の農業委員会の問題にまで発展してしまった。その結果、県では南習志野に工業団地を誘致することで問題の解決を図ったのである。昭和３５年のことである。行政府の下部機関である県が国の許可を得て自ら農地法を無視したのである。
　相前後して北習志野の４地区には自衛隊の土地買収の話が持ち上がった。落下傘降下演習による被害という理由もあったが、実際は生活苦による土地売り込みの要素が強かった。本来ならば演習場の拡張は反対しなければならないが、開拓者は政府自らが農地法を蹂躙することを望んでいた。それらのことによって開拓地が公然と売れる道が開けたのである。農地法は有名無実になってしまった。
　高根公団が出来、農地法にも縛られなくなって、開拓者は住宅公団に土地売り込みを図った。困窮を極めた開拓者が土地売却に纏まるのは容易だった。昭和３７年住宅公団との土地売買契約は成立した。
　８地区、９地区は不動産業者が介在したが、７地区は単独で住宅公団と交渉をした。
５．日本大学理工学部の誘致
　現在の日大道路が成田街道から日大西門を通ってアリーナの方に走っていた。この道路の原型は、昭和２７年私が２６才の時、当時の二宮町から失業対策事業として開拓者のべ１．０００人を動員し今の千葉日大一高の鹿谷を埋め立てて建設したものである。
　日本住宅公団に土地の売り込み交渉を始めてから１年も経ってからこの日大道路から東側はグリーンベルト（現在の市街化調整区域）だから公団としては買収できないと通告してきた。７地区の土地対策委員は激昂し全員で住宅公団の総裁室に押し掛けた。１年間も交渉してきて今更なんだと云うわけである。公団側は船橋市に我々の土地を買い上げるよう斡旋してくれた。
　当時は渡辺三郎市長、滝口進議会議長だった。議会に諮問する余裕もなく、船橋市開発協会を設立してしまった。そして蓋を開けてみたら開発協会の理事長には、８地区９地区の開拓者の土地を住宅公団に売り込みをしていた不動産業者の植草昇氏が収まっていたのだった。植草氏は渡辺市長の親友だったのである。そんな出鱈目な人事が堂々と罷り通るような時代だった。
　船橋市開発協会は我々から土地を購入したものの、その処分に困った。住宅は建てられないので、結局は土地買収価格より安い価格で売って日本大学理工学部を誘致したのである。おまけに国有地の払い下げにも協力したのである。理工学部は約１５万坪の土地を取得した。
６．習志野台の鉄道
（イ）新京成電車
　　　　
　鉄道第二連隊の幹部は戦後京成電鉄に入社した。そして彼等は第二連隊の軌道敷地の使用許可を占領軍から獲得したのである。西武鉄道や他の鉄道会社との争奪戦は激しかったようである。戦後の混乱の時代でも先見の明を持つ人達は沢山いたのである。
　彼等は新京成電鉄という新会社を設立したのである。昭和２１年１０月である。
　そして昭和２２年１２月２１日、新津田沼駅～薬園台駅間２．５キロが開通した。勿論単線で一輌編成である。薬園台駅～滝不動駅間４．１キロが開通したのは昭和２３年８月２６日だった。この間には習志野駅と高根木戸駅しかなかった。この当時駅でなくても手を挙げれば電車は止まってくれた。電車に乗るための踏み台も準備されていたのである。
　この電車のお陰で習志野の開拓者は出稼ぎに出ることが出来た。開拓者の命の恩人であるし、この新京成電車のお陰で沿線の住宅地開発が進んだのである。
　今は松戸まで全線複線になり、８輌編成で走っているのを見ると感慨無量である。
　
（ロ）東葉高速鉄道
　　　　
　東西線西船橋駅から新京成線北習志野駅を通り京成線勝田台駅を結ぶ鉄道路線建設が計画され、東葉高速鉄道株式会社が設立されたのは昭和５６年のことである。
　この時点で日大理工学部は当時の参議院選挙にあたり自民党に１００億円の献金をしたという噂が流れた。日大の駅を作るためだった。
　そして平成８年４月、会社設立から１５年の歳月を経て地下鉄は開通した。日本一高い運賃と言われた。
　予想通り船橋日大前駅が出来た。駅舎の設計や建設費、人家の移転や補償費、既存の坪井道から駅までの道路用地の提供や建設費はすべて日大の提供である。この費用も１００億円ほどかかったと云われている。
　この鉄道のお陰で、千葉県住宅供給公社による鹿谷の造成工事が始まった。平成２０年頃までかかる予定である。この工事で又自然が失われる。
　山桜や辛夷（こぶし）檀（まゆみ）の木はもう大分切られてしまった。湿地の半夏生（はんげしょう）も無惨に埋め立てられてしまった。
　一体文明や文化とは何だろうか、ただただ自然の破壊だけではないだろうか。
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旧陸軍墓地の後、昭和２５年頃である
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旧陸軍墓地は船橋市が払い下げを受け習志野霊園となった。ロシヤ、ドイツ軍捕虜の墓は新しくなった。開拓者は優先的に使用権を入手した。
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新京成電車が走った。昭和２３年である。手を挙げれば何処でも停まってくれた。車掌は踏み台まで用意しておいてくれた。
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昭和２１年開拓者の茅葺きの小屋

ランプ生活である。故斉藤秀夫氏一家


